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●挨拶・返事 ●言葉遣い ●身だしなみ ●笑顔 ●感謝 文責 大森 朗輝

全商検定一級３種目以上で全商協会から表彰されます。卒業式にて代表者が壇上にて表彰を
受けます。国際流通科では、卒業までに全員が得意な種目で何かひとつ一級を取得しようを合い
言葉にチャレンジを続けています。その延長線上にこの表彰があるため、３種目を目指す生徒が
多いです。現３年生はつい最近の２月に実施された検定試験まで挑戦を続けました。結果が全て
ではありません。残念ながら合格を手にすることが叶わなかった生徒も含めて卒業学年全体で最
後までチャレンジできたことを誇りに思います。
合格者数で考えたら、１学年のクラス数（生徒数）の多い商業高校には叶いませんが、クラス

の９割が表彰対象になってるという割合で考えたら、全道一である可能性は非常に高いですし、
全国的に見ても相当な上位であると思われます。（現時点では公式な記録はまだ不明です）

例年インフルエンザなどが流行る時期でもあるため、この時期の検定試験は健康管理も含め
た挑戦になります。（大学入試シーズンも同様です）
しかし、今年度は昨年度から引き続き、コロナ禍での学習で登校できない日もあるなど、生徒

からみて合格に向けた学習計画が立てにくい状況でした。実際の検定試験もこういった状況にお
いて、受験そのものができなかった生徒もおり、実力を発揮する機会がなくなったことに喪失感を
覚えたかもしれません。特に商業経済検定においては、学級閉鎖と重なり大勢の生徒が受験でき
ませんでした。高校や大学等の受験であれば追試などの配慮もできますが、資格認定の場合、全
国統一日程･統一問題であることから、次回の受験で再チャレンジとなります。（学級閉鎖での受
験料のみ返金対象となります。）１・２年生は卒業までに再チャレンジをしつつ更なる上位級合格
に向けた学習を積み重ねていきましょう。現３年生の成果を超えるのが、在校生に課せられた使
命です。（１年時での各検定の取得状況で比較したら在校生の成果の方が高いです。要はこれ
からが肝心と言うことです。） 高校入試よりも簿記検定に向けた勉強の方が多かった（１年生女子）

三階情報処理室前の合
格者掲示板です。今年度の
合格者で２枚の掲示板がび
っしりになりました。
先日３年生の流通科の生

を兄に持つ１年生の流通科
の生徒が商業経済検定の
合格者一覧の中の兄の名
前を写真に写していました。
合格が気になりますよね。

第一部では、３年生の課題研究発表を行いました。１・２年生は「総合的な探究の時間」にてそ
れぞれクラス発表を実施したばかりですので、調査研究や発表、まとめ方などの大変さを知った
上での視聴となりました。「さすが３年生」といった感想をもつ生徒が多く、早くも次年度の自分た
ちの課題研究へのイメージを膨らませたようでした。（外部企業との折衝などを魅力に感じた生
徒も多いようです）

第二部では、本校を卒業し国公立大学を含む進
学先で学ぶ先輩や、民間企業などで活躍する先
輩、公務員として働く先輩など、国際流通科の多種
多様な進路希望に合わせて今回も多くの卒業生に
来校して話をしてくださいました。いつものことです
が有難いことに講師を快く引き受けてくれて感謝し
ています。高校時代に知っておきたかった情報や今
現在の夢、そして現状などを語っていただきました。
今回は第一第二の両方の体育館を使って、換気

をしつつ講師と生徒の距離を保ちながら密を避け
る形で実施しました。限られた時間の中それぞれ４名の先輩の話を聞くことができたと思います。
そのとき感じたことや、頑張ろうと思ったことを忘れないことが大事です。いろいろな意味で皆さん
の進路に大きな影響を与える行事ですので、今後も続けていきたいと思っています。


